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「

子

ど

も

た

ち

が

喜

ぶ

事

業

を

続

け

て

い

き

た

い

」

と

語

る

中

村

会

長

（

左

）

と

、

活

動

を

支

え

る

事

務

局

の

稲

村

さ

ん

「巣鴨カードコレクション」で配られ

たシール。店主をモデルにしたデザイ

ンが親しみやすいと好評だった

対話型ＡＩ「もももちゃん」は商店街の２カ所に設

置。㊤は巣鴨大鳥神社の境内。㊨は巣鴨駅そばの

食品スーパー。記者がおすすめの店を尋ねると答

えてくれた。名前の由来は商店街が掲げるキーワ

ード「すがも」「こども」「これからも」から

講師の稲益彩香氏実際に生成ＡＩアプリを使ってみる

熱心に講習を受ける出席者。関心の高さがうかがえる

（前列左から）代官山商店会の古﨑会長、巣鴨地蔵通り（振）の

松宮理事長、大島会長、経堂農大通り（振）の川村理事長

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

は

、

２

０

２

６

年

度

の

「

広

域

支

援

型

商

店

街

事

業

」

を

実

施

し

た

い

商

店

街

を

募

集

す

る

。

　

対

象

と

な

る

の

は

、

①

都

内

２

以

上

の

区

市

町

村

の

区

域

で

、

か

つ

２

以

上

の

商

店

街

の

連

合

会

が

連

携

し

て

実

施

す

る

商

店

街

振

興

施

策

事

業

②

都

内

２

以

上

の

区

市

町

村

の

区

域

で

、

か

つ

３

以

上

の

商

店

街

等

が

連

携

し

て

実

施

す

る

商

店

街

振

興

施

策

事

業

の

い

ず

れ

か

。

補

助

限

度

額

は

、

２

０

０

０

万

円

以

内

（

３

分

の

２

以

内

）

。

　

昨

年

度

は

、

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

装

飾

で

商

店

街

全

体

を

ア

ー

ト

な

空

間

に

お

い

ら

ん

彩

る

イ

ベ

ン

ト

や

、

花

魁

の

お

座

敷

芸

と

江

戸

あ

そ

び

が

楽

し

め

る

イ

ベ

ン

ト

、

和

菓

子

の

手

作

り

体

験

が

で

き

る

イ

ベ

ン

ト

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

申

請

す

る

に

は

５

月

８

日

の

説

明

会

に

参

加

す

る

必

要

が

あ

り

、

あ

ら

か

じ

め

４

月

�

～

�

日

の

間

に

登

録

書

を

提

出

す

る

。

　

５

月

下

旬

に

申

請

を

受

け

付

け

、

６

月

中

～

下

旬

に

企

画

内

容

な

ど

の

審

査

を

行

う

予

定

。

　

問

い

合

わ

せ

は

都

振

連

広

域

支

援

事

業

担

当

（

☎

�

・

３

５

４

２

・

０

２

３

１

）

へ

。

や

す

じ

　

豊

島

区

の

巣

鴨

大

鳥

神

社

商

店

街

（

中

村

安

次

会

長

）

が

、

子

ど

も

に

寄

り

添

う

街

づ

く

り

を

進

め

て

い

る

。

３

年

前

の

合

併

で

、

３

０

０

年

以

上

の

こ

そ

だ

て

歴

史

を

持

つ

「

子

育

稲

荷

神

社

」

が

商

店

街

エ

リ

ア

に

含

ま

れ

た

こ

と

を

機

に

、

こ

の

方

針

を

掲

げ

た

。

長

く

子

ど

も

た

ち

を

見

守

っ

て

き

た

地

域

資

源

を

生

か

し

、

親

子

連

れ

の

来

街

を

促

し

て

い

る

。

　

取

り

組

み

を

進

め

る

上

で

、

商

店

街

が

着

目

し

た

の

が

最

新

の

Ａ

Ｉ

技

術

だ

。

２

０

２

３

年

度

の

東

京

都

「

未

来

を

創

る

商

店

街

支

援

事

業

（

３

カ

年

計

画

）

」

を

活

用

し

て

、

対

話

型

Ａ

Ｉ

を

搭

載

し

た

マ

ス

コ

ッ

ト

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

「

も

も

も

ち

ゃ

ん

」

を

開

発

し

た

。

街

の

案

内

役

と

し

て

、

モ

ニ

タ

ー

越

し

の

会

話

を

通

じ

て

、

地

域

の

歴

史

や

店

の

情

報

を

教

え

て

く

れ

る

。

昨

年

�

月

に

誕

生

１

周

年

祭

を

開

催

し

た

と

こ

ろ

、

悪

天

候

に

も

関

わ

ら

ず

１

０

０

０

人

近

く

が

訪

れ

た

と

い

う

。

中

村

会

長

は

「

幼

少

期

か

ら

Ａ

Ｉ

に

触

れ

、

商

店

街

の

こ

と

を

自

然

に

学

ん

で

も

ら

え

た

ら

」

と

話

す

。

　

子

ど

も

向

け

の

企

画

は

別

事

業

で

も

展

開

し

て

お

り

、

今

年

２

～

３

月

に

は

、

２

０

２

５

年

度

の

「

商

店

街

デ

ジ

タ

ル

化

推

進

事

業

」

を

活

用

し

た

街

歩

き

イ

ベ

ン

ト

「

巣

鴨

カ

ー

ド

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

」

を

実

施

し

た

。

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

を

手

に

指

定

の

店

を

巡

る

と

、

デ

ジ

タ

ル

の

カ

ー

ド

と

実

物

の

シ

ー

ル

が

手

に

入

る

も

の

で

、

特

に

シ

ー

ル

が

評

判

を

呼

ん

だ

。

店

主

か

ら

追

加

作

成

を

求

め

る

声

も

上

が

っ

て

い

る

と

い

う

。

　

こ

う

し

た

「

子

ど

も

目

線

」

の

取

り

組

み

は

、

商

店

街

の

活

性

化

に

つ

な

が

り

始

め

て

い

る

。

会

員

数

は

こ

の

２

年

で

�

店

舗

増

え

、

現

在

は

約

１

４

０

店

舗

と

な

っ

た

。

「

も

も

も

ち

ゃ

ん

」

事

業

開

始

後

、

エ

リ

ア

内

に

学

習

塾

の

出

店

が

相

次

ぎ

、

７

店

が

新

た

に

加

わ

っ

た

。

直

近

で

は

、

「

巣

鴨

カ

ー

ド

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

」

を

き

っ

か

け

に

音

楽

教

室

が

加

入

し

た

と

い

う

。

事

務

局

の

稲

村

康

之

さ

ん

は

「

事

業

を

重

ね

る

度

に

商

店

街

の

結

束

力

が

高

ま

っ

て

い

る

と

感

じ

る

」

と

語

る

。

　

ビ

ジ

ネ

ス

街

の

顔

も

あ

る

エ

リ

ア

だ

が

、

親

子

連

れ

や

子

ど

も

の

姿

も

目

立

つ

よ

う

に

な

っ

た

。

中

村

会

長

は

「

チ

ル

ド

レ

ン

フ

ァ

ー

ス

ト

の

事

業

が

、

安

心

安

全

な

街

づ

く

り

に

つ

な

が

っ

て

い

る

」

と

話

す

。

　

地

域

と

の

連

携

も

進

め

て

お

り

、

昨

年

度

か

ら

地

元

小

学

校

の

児

童

と

協

力

し

、

駅

前

ロ

ー

タ

リ

ー

で

シ

バ

ザ

ク

ラ

を

植

え

る

活

動

を

始

め

た

。

盆

踊

り

や

菊

ま

つ

り

な

ど

の

恒

例

行

事

に

も

引

き

続

き

力

を

入

れ

て

い

く

と

い

う

。

　

中

村

会

長

は

「

子

育

稲

荷

に

見

守

ら

れ

て

き

た

こ

の

街

の

歴

史

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

こ

れ

か

ら

も

会

員

皆

で

力

を

合

わ

せ

、

子

ど

も

た

ち

が

笑

顔

に

な

る

取

り

組

み

を

続

け

て

い

き

た

い

」

と

話

し

て

い

る

。

　

東

京

販

売

士

協

会

（

大

島

代

次

郎

会

長

）

が

主

催

す

る

第

�

回

「

販

売

士

が

推

す

�

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

・

タ

ウ

ン

―

私

の

街

―

」

の

入

賞

商

店

街

が

決

定

し

（

表

）

、

２

月

�

日

に

東

京

国

際

フ

ォ

ー

ラ

ム

で

表

彰

式

が

行

わ

れ

た

。

　

同

事

業

は

、

「

キ

ラ

リ

と

光

る

」

独

自

性

を

持

ち

、

新

た

な

挑

戦

と

「

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

な

」

活

動

を

続

け

る

商

店

街

を

消

費

者

と

専

門

家

の

視

点

か

ら

発

掘

・

応

援

す

る

こ

と

を

目

的

に

２

０

０

０

年

度

か

ら

実

施

し

て

い

る

も

の

。

今

回

は

「

産

学

連

携

で

事

業

等

を

行

っ

て

い

る

商

店

街

」

を

テ

ー

マ

に

審

査

が

行

わ

れ

た

。

　

最

優

秀

賞

は

、

経

堂

農

大

通

り

商

店

街

振

興

組

合

（

川

村

昌

敏

理

事

長

）

が

受

賞

。

東

京

農

業

大

学

と

の

�

年

に

わ

た

る

連

携

活

動

が

評

価

さ

れ

た

。

学

園

祭

に

合

わ

せ

た

セ

ー

ル

や

、

大

学

の

農

作

物

を

活

用

し

た

「

お

い

も

村

」

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

な

ど

で

連

携

。

近

隣

の

小

中

高

な

ど

と

も

社

会

科

見

学

や

体

験

授

業

な

ど

を

通

じ

て

良

好

な

関

係

を

築

い

て

い

る

。

　

優

秀

賞

は

、

巣

鴨

地

蔵

通

り

商

店

街

振

興

組

合

（

松

宮

秀

明

理

事

長

）

。

大

正

大

学

が

商

店

街

の

一

角

に

店

舗

を

構

え

、

互

恵

関

係

を

維

持

し

て

い

る

点

が

評

価

さ

れ

た

。

地

域

の

団

体

と

連

携

し

て

活

動

し

、

存

在

感

を

発

揮

し

て

い

る

こ

と

や

店

主

が

学

生

と

交

流

し

、

地

域

愛

着

の

醸

成

に

つ

な

げ

て

い

る

点

も

光

っ

た

。

　

特

別

賞

は

、

代

官

山

商

店

会

（

古

﨑

義

丸

会

長

）

で

、

猿

楽

小

学

校

と

連

携

し

た

ビ

ジ

ネ

ス

教

育

が

評

価

さ

れ

た

。

商

売

の

仕

組

み

を

伝

え

る

活

動

を

通

じ

て

次

代

の

来

街

者

を

育

て

る

と

と

も

に

、

街

歩

き

イ

ベ

ン

ト

で

地

域

へ

の

愛

着

を

育

む

取

り

組

み

も

表

彰

の

ポ

イ

ン

ト

と

な

っ

た

。

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

と

東

京

都

商

店

街

連

合

会

は

２

月

�

日

、

商

店

街

活

性

化

研

修

会

を

中

小

企

業

会

館

に

て

開

い

た

。

今

年

度

は

「

商

店

街

で

も

使

え

る

！

　

や

さ

し

い

生

成

Ａ

Ｉ

活

用

入

門

」

と

題

し

、

デ

ジ

タ

ル

ハ

リ

ウ

ッ

ド

大

学

非

常

勤

講

師

で

Ｉ

Ｎ

Ａ

Ｍ

Ａ

Ｓ

Ｓ

㈱

代

表

の

稲

益

彩

香

氏

が

、

生

成

Ａ

Ｉ

の

基

礎

か

ら

商

店

街

で

の

具

体

的

な

活

用

方

法

ま

で

を

解

説

し

た

。

　

講

演

で

は

ま

ず

、

２

０

２

２

年

の

「

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

」

登

場

以

降

、

Ａ

Ｉ

が

人

間

と

自

然

な

対

話

を

行

い

、

文

章

や

画

像

な

ど

を

自

ら

作

り

出

す

「

生

成

」

の

段

階

に

入

っ

た

と

説

明

。

最

新

の

画

像

・

動

画

生

成

技

術

に

つ

い

て

も

、

実

演

を

交

え

て

そ

の

進

化

の

様

子

を

示

し

た

。

　

商

店

街

で

の

具

体

的

な

活

用

例

と

し

て

、

チ

ラ

シ

や

Ｐ

Ｏ

Ｐ

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

向

け

の

文

例

作

成

な

ど

を

紹

介

し

、

海

外

客

へ

の

翻

訳

対

応

も

Ａ

Ｉ

の

得

意

分

野

だ

と

解

説

し

た

。

一

方

で

生

成

Ａ

Ｉ

は

も

っ

と

も

ら

し

い

嘘

を

つ

く

こ

と

も

あ

る

と

し

、

「

回

答

が

１

０

０

％

正

し

い

と

は

限

ら

な

い

の

で

、

う

の

み

に

し

な

い

。

特

に

お

客

様

に

発

信

す

る

時

は

、

必

ず

根

拠

と

な

る

情

報

を

確

認

し

て

ほ

し

い

」

と

語

っ

た

。

ま

た

、

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

の

観

点

か

ら

「

個

人

情

報

は

決

し

て

入

力

し

な

い

。

安

易

に

教

え

な

い

の

が

鉄

則

」

と

、

注

意

点

も

強

く

促

し

た

。

　

後

半

で

は

、

出

席

者

が

各

自

の

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

で

実

際

に

「

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

」

の

使

い

方

を

学

ん

だ

。

商

品

の

魅

力

を

伝

え

る

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

や

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

絞

っ

た

Ｓ

Ｎ

Ｓ

投

稿

文

の

作

成

に

挑

戦

。

稲

益

氏

は

、

一

度

の

回

答

で

諦

め

ず

「

も

っ

と

短

く

し

て

」

「

年

配

の

方

向

け

に

書

き

直

し

て

」

な

ど

と

、

根

気

よ

く

会

話

を

重

ね

る

こ

と

が

よ

り

良

い

回

答

を

引

き

出

す

コ

ツ

だ

と

伝

授

。

「

ま

ず

は

気

後

れ

せ

ず

ト

ラ

イ

し

て

ほ

し

い

」

と

語

り

か

け

た

。


